
速報展
発掘された鈴鹿2019
2020年 3月 7日（土）～6月 28日（日）

伊勢国府跡（長者屋敷遺跡）第 38 次　縄文時代中期の竪穴住居

■伊勢国府跡（長者屋敷遺跡）第37次　広瀬町
　 2018 年 12 月 13 日～ 2019 年 3 月 1 日　学術調査　69.3 ㎡

　今回の調査は，第 34・35 次調査において確認された方格街区南東の新たな区画「荒子東」区について，
実施しました。同区画の北西隅にあたる畑に調査区を設定して，西辺の区画施設の有無及び北に接する

「南野南」区との間に東西街路が存在するか否かを確認することにしました。その結果，「荒子東」区の
西面区画において，南北に並行して走る二条の溝を検出したことから，築地の側溝であることを確認し
ました。しかし「荒子東」区の北辺にあたる築地は検出できなかったため，両区については個別の区画
ではなく，方格の地割を連接して長方形の区画をなしている可能性も出てきました。
　遺物は瓦のみで，平瓦・丸瓦が出土しましたが，押印文字瓦が 2 点出土しました。1 点は新型式で，
正円形で陽刻され圏線の内側に圏線に接して「井」状に線が引かれたものです。もう１点は，円形に「水」
とみられます。

円形に「水」新型式の押印文字瓦 瓦　出土状況　



■伊勢国府跡（長者屋敷遺跡）第38次　西冨田町
　 2019 年 7 月 12 日～ 2019 年 9 月 19 日　砂利採取に伴う緊急調査　380 ㎡

　調査区北側からは，縄文時代中期の竪穴住居 1 基と土坑 2 基を検出しました。鈴鹿市内で縄文時代の
竪穴住居が検出されることはまれで，特に今回，市内でも 2 例目にあたる石囲い炉を持つ竪穴住居を検
出できたのは大きな成果です。また土坑 2 基には土器が埋納されており，埋甕（胎盤や死産児の埋納施
設），土器棺墓（小児等の埋葬施設），土壙墓への副葬などが考えられます。ここから出土した深鉢は底
部を除き，ほぼ完形に復元できました。装飾口縁を有し，胴部を垂下する隆帯で区画し，その間を綾杉
状の沈線で埋めています。今回の展示の中でも優品と認められる一品です。
　調査前に実施された範囲確認調査で竪穴建物と認識していた遺構は，調査の結果，主柱穴・壁溝やカ
マドなどが確認できず，底面が礫層のむき出しで貼り床なども認められないことから竪穴建物とは判断
できず，土坑であることが判明しました。出土した瓦や須恵器坏蓋から，奈良時代後半以降の時期が考
えられます。
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■伊勢国府跡（長者屋敷遺跡）第39次　広瀬町
     2019 年 12 月 1 日～ 2020 年 2 月 29 日　学術調査　144.2 ㎡

　第 39 次調査は，方格街区の東に位置する「南野北」区の東辺区画溝を確認することを目的にして実
施しました。現在発掘調査は継続中ですが，現段階では区画溝は見つかっておらず，方格地割の東北部
については区画施設の整備が完成してなかった可能性があります。また，第 37 次調査のように瓦など
の出土が期待されていましたが，遺物は全く出土しませんでした。

■国分東遺跡　第4次　国分町
     2019 年 1 月 10 日～ 2019 年 1 月 30 日　
     道路側溝新設に伴う緊急調査　30.2 ㎡

　道路側溝敷設工事に先立って緊急調査を実施
しました。調査区を 2 か所（北・南区）設定し
調査を行ったところ，それぞれから溝や土坑を
検出しました。北区では現代の整地層から混入
品と考えられる山茶碗の破片が出土しました。
南区で検出された溝からは伊勢国分寺で使用さ
れたと考えられる奈良時代の瓦の他に山茶碗が
出土し，他の溝からは緑釉陶器が出土しました。
いずれも混入品の可能性が高いため遺構の時期
特定には至りませんでした。
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国分東遺跡（第 5次）遺構配置図（S=1/50）
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■国分東遺跡　第5次　国分町
     2019 年 12 月 9 日～ 2019 年 12 月 11 日
  　道路側溝新設に伴う緊急調査　15.5 ㎡

　第 4 次調査と同様，道路側溝敷設工事に伴う調
査です。調査区が幅 0.5 ｍ，長さ 31 ｍと狭小の
ため，詳細が不明な遺構がほとんどの中，溝・土
坑・柱穴を検出しました。溝からは土師器の羽釜
や常滑焼，山茶碗，灰釉陶器が，土坑からは土師
器皿や山茶碗，古瀬戸，そして柱穴からは常滑焼
の甕が出土しました。このことからほとんどの遺
構は室町～江戸時代と考えられます。
　このように第 4・5 次調査も含め過去の調査結
果から，国分東遺跡の位置する台地上には広い範
囲で遺構・遺物が遺存していることを確認できた
のは一つの成果です。

緑釉陶器

第 5 次　遺構配置図



■須賀遺跡　第10次　須賀一丁目
     2019 年 4 月 17 日～ 2019 年 7 月 26 日　宅地造成工事に伴う緊急調査　210 ㎡

　調査区北部から中央部におよそ 10 ｍにわたって堆積した黒色遺物包含層から，土師器や須恵器の壺，
甕，坏，皿，碗，高坏などの破片が大量に出土しました。しかし , 溝・柱穴・土坑・井戸などの遺構か
ら出土した遺物は量的には少なく，各遺構の時期決定に困難を極めています。他にも，弥生土器，製塩
土器，瓦，陶器，土錘，砥石，軽石など豊富な遺物がコンテナパッドに 29 箱分出土しました。注目す
べき遺物に土馬や斎串など祭祀に関わる遺物があります。
　遺構としては第 6・7 次調査で検出された古墳時代及び平安時代の溝 2
条の西側続きが確認されました。さらに調査区の南側では掘立柱建物を
検出しました。東西（3 間）6.3 ｍ以上，南北 4.8 ｍ（2 間以上？）の
東西棟です。柱掘方の平面形は一辺 0.8 ｍの方形を呈しており，深さ 0.5
～ 0.6 ｍ，柱穴の柱間は 2.1 ｍでほぼ正方位です。北側及び南側柱穴列
が柵列や門などの別々の遺構であることも想定されますが，柱掘方の規
模や平面形が同様であるため現段階では掘立柱建物と認識しておきます。

■沢城跡　第4次　飯野寺家町
     2019 年 3 月 1 日～ 2019 年 4 月 30 日　個人住宅建築工事に伴う緊急調査　94.1 ㎡

　過去に実施された第 1 ～ 3 次調査で，沢城の築城の際に外周に黄褐色砂礫層を土手状に積み上げ，そ
の内部に黒色粘土と黄褐色砂礫を盛土して平場を作っていたことが確認されています。今回の調査区は
城の中枢部からはずれた遺跡の北西縁辺部にあたるため，ほとんどが盛土のみでした。それでも，南東
隅でわずかに礎石建物が確認できました。隣接する場所で実施された第 3 次調査で見つかっている礎石
建物の延長であると考えられます。礎石の周りの床は，きめの細かい粘土で化粧がなされています。そ
の粘土の貼床が 2 枚存在することから，城内は建て替えが行われていたことが考えられます。出土遺物
には恵まれず，室町時代終わり頃の土師器皿，鉄釘，かすがいの他に縄文土器，弥生土器，近現代の瓦
などが少量出土したのみにとどまりました。
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■須賀遺跡　第11次
　須賀二丁目
    2019 年 4 月 15 日～ 2019 年 4 月 16 日
　  個人住宅建築工事に伴う緊急調査　 
     37.2 ㎡

　調査区付近の標高は 11.5m 前後あ
り，須賀遺跡の範囲内では最も小高
い地点にあたります。調査の結果，幅
2m 弱の南北方向に走る弥生時代中期
の環濠とみられる溝 1 条と中世の土
坑 1 基を検出しました。今回の調査は
建物基礎の掘削レベルまでとし，下部
の遺構・遺物は現状での地下保存とし
ました。事前の範囲確認調査では，調
査区から 8m ほど東にも環濠と見られ
る落込みが確認されており，これは過
去の第 5・7・8・9 次調査で見つかっ
ている環濠の続きと考えられることか
ら，東側の段丘先端部に営まれた集落
を囲むように，環濠が何度か掘られた
ことが確認できました。
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■須賀遺跡　第12次　須賀二丁目
     2019 年 12 月 23 日～ 2020 年 1 月 25 日　個人住宅建築工事に伴う緊急調査　100 ㎡

　既存住宅の解体工事後の調査であったため，調査区には基礎を撤去した際に生じた攪乱がおびただし
く見られましたが，攪乱の間を縫うように柱穴や土坑，溝などが密に確認できました。多数検出した柱
穴は建物としてはなかなかまとまらず，現在検討中です。調査区東部では古墳（方墳）の北西周溝の一
部と考えられる溝が検出されています。溝は調査区外に延びるため規模は不明ですが，東西，南北とも
5 ｍ以上の規模を測ります。出土した遺物には弥生土器，土師器，須恵器，埴輪などがありますが，ほ
とんどは新しい時期の瓦や近世陶器が占めます。調査区は須賀の集落の中心地にあたり，近世以降の人々
の営みが現在まで継続していることが確認できました。

第 11 次　遺構配置図

方墳の周溝 調査区全景



■高井Ａ遺跡　第3次　御薗町
　  2019 年 10 月 2 日～継続中　公共施設建設工事に伴う緊急調査　2,400 ㎡

　公共施設建設に伴う広範囲の発掘調査のため，Ⅰ期とⅡ期に分けて調査を実施しています。現在Ⅰ期
の発掘継続中であるため全体の詳細は不明ですが，弥生時代から鎌倉時代にかけての遺構・遺物が多数
見つかっています。検出された遺構には，溝・土坑・掘立柱建物・柱穴などがあり，掘立柱建物は飛鳥
時代～平安時代初期と，平安時代末～鎌倉時代にかけてのものに大別できます。根元が腐らず残ってい
る柱もいくつかあります。遺物は，弥生土器，土師器，須恵器，山茶碗，灰釉陶器，土錘などが豊富に
出土しています。土器には墨書されたものもあり，瓦も出土しているため調査区付近に寺院が存在した
ことが考えられます。

■寺山遺跡　第9次　高岡町
　  2019 年 10 月 1 日～ 2019 年 10 月 31 日　倉庫建設工事に伴う緊急調査　110 ㎡
　倉庫建築工事が計画された範囲の内，建物の基礎を据えるため遺構が破壊される部分を対象として実
施しました。調査地内に幅 1.2 ｍ，長さ 23 ｍの東西調査区を 4 箇所設定し，調査を行いました。検出
された遺構には，溝・土坑・竪穴住居・柱穴があります。中でも最も南の調査区の東端で古墳の周溝が
検出され，円筒埴輪が出土しました。東に隣接する寺田山 4 号墳の周溝の一部である可能性があります。

土器・土錘　出土状況発掘調査風景

円筒埴輪片　出土状況 調査区全景　フェンスの向こうに寺田山 4 号墳



■磐城山遺跡　第12次　木田町
　  2019 年 5 月 7 日～ 2019 年 11 月 29 日　農地改良工事に伴う緊急調査　225 ㎡

　弥生時代後期から古墳時代後期の竪穴住居 10 棟以上を検出しました。この内の１棟は，平面形が五
角形を呈した竪穴住居です。弥生時代後期に特有の形状ですが，市内でも岸岡山Ⅲ遺跡，平田遺跡に続
く 3 例目になります。他にも，調査区の西側にむかうにつれ，室町時代の木田城跡に関わる遺構が検出
され，地割溝なども見つかっています。
これまでの 12 次にわたる調査で，本遺跡は県内でも有数の遺構密度が高い遺跡として認識されるよう
になってきました。今回も調査面積の割には，竪穴住居などの遺構がおびただしく重複して検出されて
いるため，遺構の掘削や確認に多大な時間を要し，発掘調査は困難を極めました。
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■磐城山遺跡　第13次　木田町
　  2019 年 7 月 10 日～継続中　農地改良工事に伴う緊急調査　307 ㎡

　第 12 次調査に引き続き，隣接する西側を現在も継続して調査中です。現段階で検出できたのは弥生
時代や古墳時代の竪穴住居，室町時代と推定される溝や井戸，焼土坑などがあります。これまでの調査
同様，遺構は高密度で，竪穴住居は何度も建て替えを行っているためにおびただしい重複が見られまし
た。

磐城山 12 次調査　平面図 遺物出土状況

礫出土焼土坑 井戸



■宮ノ前遺跡　第5次　十宮三丁目
 　 2019 年 5 月 27 日～ 2019 年 5 月 31 日　
     個人住宅建築工事に伴う緊急調査　35.5 ㎡

　個人住宅建築のための擁壁設置工事に伴う調査のため，調査面積が
35 ㎡と小規模なものです。調査の結果，土坑・掘立柱建物の柱穴の可
能性がある土坑・溝・柱穴などを検出しました。ほとんどの遺構から
須恵器とともに古墳時代前期の土師器が出土しましたが，下層に含ま
れる遺物が流入したと考えられ，主な遺構は古墳時代後期から飛鳥時
代にかけてのものです。

関連行事　※申込不要・聴講無料　　　　
■発掘担当者による展示解説　
日時　4 月 11 日（土）13:30 ～
場所　考古博物館　特別展示室
■スライド説明会
第 1 回　5 月 17 日（日）14:00 ～
　　　　須賀遺跡・沢城跡・磐城山遺跡
第 2 回　6 月 28 日（日）14:00 ～
　　　　高井Ａ遺跡・伊勢国府跡
場所　考古博物館　講堂

〒 513-0013　鈴鹿市国分町 224 番地
TEL　059-374-1994　FAX　059-374-0986
URL　http://www.city.suzuka.lg.jp/kouko/　
E-mail　kokohakubutsukan@city.suzuka.lg.jp

■磐城山遺跡　発掘体験
 　 2019 年 7 月 28 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貴重な埋蔵文化財について理解を深め，親しみが持てる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ように 2019 年も小 ･ 中学生を対象として発掘体験を開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しました。午前・午後の部，合わせて総勢 120 名の参加が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ありました。

調査区全景

●伊勢国府跡
（長者屋敷遺跡）

●国分東遺跡

●沢城跡

●須賀遺跡

●磐城山遺跡

●宮ノ前遺跡

●高井 A 遺跡

●寺山遺跡考古博物館●

発掘調査遺跡位置図（1：100,000）
国土地理院発行の５万分の 1 地形図を使用


